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理事�メッセージ

 　昨年12月、アラブ首長国連邦（UAE）で開催
されたCOP28（国連気候変動枠組み条約締約国
会議）で、UAEは「大気汚染による死者数が年
約900万人に上り、世界で毎年1億8900万人が
異常気象にさらされ、熱中症の死亡者数も増え
ている」と強調。COPで保健が議題になるのは
今回が初めてです。
　どうしてここまで人間の命が脅かされるよう
になったのか、真の原因はなんでしょうか。こ
の地球上では、人間も他の動物たちと同様、生
態系の一員です。万物の霊長などといってどん
なに威張ってみても、この地球上に生かされて
いる限り、生態系の主役である緑の「寄生者」
の立場でしか持続的に生きていけません。
　緑の植物、特に緑が濃縮されたほんものの森

が激減している現在、鉄やセメント、石油化
学製品などの死んだ材料だけでできた画一的
な都市文明が続けば、健康な体も、感動する
する心も、文化を創造する知性も、そして遺
伝子さえも、危険な状態に陥るばかりです。
　自分と、自分の愛する人の命を、人まかせ
にしてはいけません。自分の足元から木を植
え、それを周辺に広げ、失われた「いのちの
森」を再現しましょう。当法人では、会員の
皆様の熱心な植樹活動により、2004年から昨
年までの20年間に、国内外に計16万4326本の
木を植えてきました。是非皆さんも、土に手
を触れ、植樹体験をしてみてください。私た
ちも植え続けます。

�、いのち・こころ・���が�ない�

パンタナール�在⾃��⽣② ラパチョ 

~COP28（国�気��動枠�み����国��）開�~



ラパチョの街路樹

 ラパチョはノウゼンカズラ科の�葉樹、南
⽶と中⽶，�にアルゼンチン，パラグアイ，
ブラジルで⽣�し�⼗種が知られていてブラ
ジルではイペとも呼ばれています。�⽊は�
�0.6〜1mで、樹�は⼤きいもので40m�度
あります。 ��いは�材と�材の�界がはっ
きりしており、�材は⻩⽩�、�材は⻩��
から���をしていて�気に�れて�々に�
��に�わります。
 ピンクのラバチョはパラグアイ�域で⾒る
ことができます。南⽶��帯地�の�い�が
�わると，�林の中に点在するラパチョの淡
��，筒状の�が咲きはじめます。
⽇��には，その開�の��，��や散り�
�などが，�のサクラを思い�させてなつか
しく思う�が�いようです

パンタナール�在⾃��⽣②  ラパチョ 

 ラパチョは，�⽊としてばかりでなく，
⽊材としても�く�価され，�葉樹であり
ながら，�常に重硬で、耐久性も�常に�
いため狂いが�なく，また研�すると�し
い�沢が�るので，�築構�材，��，⾞
�， ��，⼯�材等，あらゆるところに⽤
いられていました。
⽇�でも古くからウッドデッキとして採⽤
されており、�のかかるような�件の�い
場�でも15〜20年はもつと�われていま
す。耐��性も�く���などの薬�処理
も必�のない⽊材です

�ほたるのデッキ

 ラパチョの中でも�イペ（パウダルコ）と
いわれる種�は、�年にわたり�帯⾬林の先
��により��的に利⽤されてきていて、ブ
ラジル�薬⽤ハーブの中でも�も利⽤価�の
�いものの⼀つとして�えられている。
 『�の⽊』と呼ばれ、薬⽤⽤�は��に�
り、腫�の成�の阻�、体内��の��、浄
⾎等の��があると�えられています。リウ
マチ、���、前立��、�胱�に�し有�
で、体内における��やイースト�の�成を
�制する��性を持つといわれています。
��中に���果の�いラパコールを��に
�んでおり、�年、このラパコールに��作
⽤が�められたことで、���品や�薬品に
も⽤いられています。（��あり）

⽇�でも��エリアの桟橋やウォークデッ
キなどの�共物件で�く採⽤されており
「東�アクアラインの�ほたる」「��⼤桟
橋」「上野��の不�池」などが有�です。

⽊材として重�される

スーパーフーズとして期待
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YouTube チャンネル
�樹のギモン�えます
「�えて�津先⽣ ⑤」

�橋��で「�づくりセミナー・タブノキ苗の�え替え」
をしました�

今⽉のトピック

 �年恒例になりつつある「�づくりセミ
ナー」を�年も開�できました。�橋�か
ら徒�7�の中央���を�めて使わせて
頂きました。5�にある�4���は�く�
�の良いフロアーでした。�9回地域に�
び�せ��ふなばし夏のボランティア体�
を⾒て�募してくれた�⽣8�（中�１年
４�、３年２�、��１年２�）が��し
ました。�津先⽣のセミナーを�いた�員
が�1�ずつ�想を�べました。「�ある⾃
�が�物の�でなく、�が�え替えてしま
ったこと」「�間も�滅�惧種なこと」「１
�間にサッカー場１⾯�の�が消えている
こと」「１００年前は１年に１種の⽣物が
�滅。現在は１⽇に�１００種の⽣物が�
滅していること」等を�めて知り�いてい
ました。

�回は�離�で拾ったタブノキの種が�を
�したのでポット苗の�え替えもしまし
た。��で６１�。
��者から「タブノキの�え替えも��で
きたことでこれからの樹⽊の�成に��を
持ちました。そして��を�り�林の⼤切
さがわかりました。頂いたタブノキも⼤切
に�てます。これからの⽣�が�しみで
す。」と�想も頂きました。
�責��橋�� 伊�由��

2024年08⽉15⽇㈰12�30〜14�00 
場��中央��� �4���）

�問です
なぜポット苗に�えてから
�樹をするのですか�

�津先⽣の
回�は
こちらから


